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	子どもに対する性犯罪は、その人権及び尊厳を踏みにじる決して許されない犯罪である。犯罪の未然防止の方策の一つとして、刑期を満了した者に対する再犯防止対策が考えられるが、国における取組みとしては、一部、法務省と警察庁が連携した取組みなどが実施されており、また、内閣官房副長官を議長とする「再犯防止対策ワーキングチーム」において検討がなされているが、対策がほとんどなされていないのが現状であることから、早期に再犯防止対策を確立し、実施されたい。
また、大阪府では、早期に一人でも多くの子どもを守れるよう、刑期満了者に対する社会復帰支援を含む「大阪府子どもを性犯罪から守る条例」を制定した。国が対策を確立し、実施するまでの間、大阪府の実施する取組みを財政的な面も含め支援されたい。


１　国における再犯防止対策の早期確立・実施
再犯防止対策ワーキングチームの設置目的が示すとおり、再犯者による犯罪が社会に多大な影響を及ぼしていること、とりわけ、次代を担う子どもに対する性犯罪の影響の大きさに鑑み、諸外国の取組み等を参考にしつつ、再犯防止対策を早期に確立し、実施すること。
２　大阪府の実施する取組みの支援
本来、刑期満了者への対応は、国が法制度等により、全国一律の対策を講じるべきであるが、早期に一人でも多くの子どもを守れるよう、刑期満了者に対する社会復帰支援を含む「大阪府子どもを性犯罪から守る条例」を制定した。
　府の取組みは、国における総合的な再犯防止対策に関する議論の推進にも資すると考えられることから、府における取組みを国のモデルケースとするなど、財政的な面も含め支援すること。
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